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自己評価

2007年度版

BEE=3.0

Sランク

地中熱を利用したRC省エネ住宅

CASBEE評価 省エネルギー性能 

設計担当者　

統括：澤田聡、杉本久／建築：時女祐一／構造：中根賢治

設備／佐藤明、菊田道宣、岸靖浩／電気：小野寺理

断熱材は外壁型枠を兼ねて打ち込まれている。
型枠施工用のセパを利用して通気縦胴縁LGSは取付けられ、開口部は
サッシュ取付用の補強材が回っている。漏水対策として、サッシュ取付
後に合板とサッシュの間と合板と透湿性防水シートの間に防水テープ
(ブチル製W=50)を施工し、二重の対策を実施している。

施工担当者　

統括：二宮隆司

所長：高瀬淳

天井・床を断熱材で覆い、壁（基礎梁）側は
蓄熱槽内の機械音の吸音を兼ねてグラスウー
ルを貼っている。

LGSの開口補強材に半外サッシュをビス止め
し、その上から合板を貼っている。

下端の水切り役物から順番に上に向かい貼り
始めている。

LGS-65を使い外装下地を兼ね、通気層を形成
している。窓上下の胴縁にも通気穴を抜け通
気ルートを確保している。

外壁ガルバ鋼板工事通気胴縁取付状況 サッシュ～防水シート地下ピット機械室

サッシ納まり

断面図および断熱仕様

Q2. 3.　  対応性・更新性（スケルトンインフィル、設備の更新性、ダブルスキン）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（高性能ガラス、高気密、外断熱）

LR1.2.    自然エネルギー利用（地熱利用、（太陽光発電））

LR1.3.    設備システムの高効率化（LED照明（一部）、エコキュート、エコキュート冷排熱利用オール電化、人感センサー（一部））

LR1.4.    効率的運用（ホームエネルギーマネジメントシステム、竣工後の実態評価）

LR2.1.    水資源保護（節水型機器、雨水利用）
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 　換気・暖冷房システムの模式図 

 

 

 

 
 

  
 

 
 

 

 地下ピットの空気の流れ  

外断熱・高気密の躯体

洗面・浴室の
排気ファンを
利用して24時間
換気に対応

居室への給気と必要換気量
とのバランスをとるための
リターンダクト

補助冷暖房熱源

居室への
給気ファン

外気取入口
夏の夜間はエコ
キュートの冷排
気をピットに導入 居室への

給気ファン

補助冷暖房熱源

リターンダクト上部　DS,PS
外気取入れ口

エコキュート
冷排気の導入口
（夏季のみ）

機械室

建物の狙い

　木造住宅に比べて、長寿命化が期待できるRC造住宅において，外断

熱・地中熱利用などを組合わせ，省エネルギーであり環境負荷の少ない

住宅の実現を目指した。外断熱RC造の特徴である大きな熱容量を活かし

て，住戸全体で温度変化の少ない快適な空間を提供している。

耐久性の高い壁式RC構造の採用

　建物の長寿命化や防災の観点から，構造上有利な壁式RC造を採用し

た。ほぼ外壁だけで構造を構成しており、将来のライフスタイルの変化

に対応可能な室内空間としている。長期優良住宅の認定も受けている。

外断熱による躯体熱容量の有効利用

　外壁・屋根は外断熱とし，躯体保護による長寿命化，躯体の熱容量の

有効利用を図っている。省資源化を配慮して断熱型枠材打込工法とし，

外装のダブルスキン化を容易にしている。開口部はLow-E複層ガラスと

樹脂サッシを採用した。

フルピットによる地中熱利用

　基礎は全面直接基礎とし，これによって構築された地下ピットを外気

の供給経路とすることで地中熱利用を図っている。外気は，取入れ口か

らピットに入り，ピット内のほぼ全域を経由して中央の機械室に達す

る。ここで給気ファンによって各居室に供給され，廊下を経由して，洗

面室の24時間換気設備によって排気される。夏季は，エコキュート給湯

器の冷排気をピット内に導入してピット内や各室へ給気の冷却に利用す

る(特許取得済)。

住戸全体を対象とする換気・暖冷房システム

　各居室にピット機械室から給気するので，機械室に補助暖冷房熱源とし

て一般的なエアコン（暖房能力8kW，冷房能力5.2kW）を設置し、住戸全体

を対象とした連続暖冷房を実現した。暖冷房時の給気量は必要換気量より

も大きくなるため、その差をピットに戻すリターンダクトも設けている。

外装のダブルスキン化

　外装は，断熱材の外側に通気層を確保したダブルスキンとすることで，

断熱材・躯体の保護を図っている。今回はガルバリウム鋼板を採用した

が，木，金属，ガラスなど様々な仕上げが可能である。ダブルスキン間に

雨樋等を設置することですっきりとした外観にしている(特許出願中)。

高効率の設備機器

　オール電化住宅とし、厨房はＩＨヒータ、給湯は，夜間電力利用のエコ

キュートを利用し、エネルギー消費量を低減している。今後、太陽光発電

設備を設置して、エネルギー収支をさらに改善する計画を考えている。

南西からの外観
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ガルバリューム鋼板ア0.35ミリ
透湿性防止シート
合板ア9ミリ
通気胴縁LGS-65ミリ
断熱材（スタイロ板）ア50ミリ
躯体ア200ミリ

シーリング

半外断熱サッシ

サッシW寸法

躯体

断熱材
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通気胴縁LGS(空気層)

額縁(下枠)

防水テープ
　+透湿性防水シート

シーリング

額縁(縦枠)

開口部：
樹脂+アルミ複合サッシ
fフロートガラス+空気層12mm++Low-E

床：
押えコンクリートt=60
（ワイヤーメッシュφ6-100@）
硬質ウレタンフォーム保温板
（２種３号t=50）
塗膜防水（パラテックス防水）
コンクリートコテ仕上げ

軒天：
ネオマフォーム
(ｔ２２＋リシン吹付)

開口部：
樹脂+アルミ複合サッシ
防犯ガラス+空気層12mm++Low-E

寝室-2

廊下 WC

玄関

ピット

階段室

ゲストルーム
エコキュート室外機

屋根1：
アスファルトシングル葺き（黒）
アスファルトルーフィング23kg
構造用合板t=9
硬質ウレタンフォーム保温板（２種３号）t=50
コンクリート金ゴテ仕上げ

屋根2：
シート防水
アスファルトルーフィング23kg
硬質ウレタンフォーム保温板（２種３号）t=50
コンクリート直押え

外壁1：
ガルバリウム鋼板 t=0.35 平葺（銀黒）
透湿防水シート
構造用合板t=90
通気胴縁45×65
押出法ポリスチレンフォーム３種b t=50

エコキュートの冷排熱利用（夏季）

地中熱利用


